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【はじめに】 

当社では検査室における登録器具などは毎年１

回以上の検証が義務付けられている。その為岡

山支所でも毎年冷蔵庫設置の温度計や遠心機の

回転数などの検証を行っている。そして各自動

分析装置などは検証ではなく日々の保守点検が

主な精度管理の方法である。冷蔵庫なども実際

の検証は温度計を毎年検証する事でその精度を

保っているが、日立 7180の試薬保冷庫は温度が

可視化されていない為検証する方法が無く、冷

蔵機能が試薬保存条件にあっているのか確認し

た事は無かった。今回試薬保冷庫内に温度計を

設置する事が出来た為、冷蔵庫の温度検証の名

目の元、保守点検に加えるべく検討を行ったの

で報告する。                   

【測定方法】 

R-1・R-2試薬庫内部に検証済みの温度計をそれ

ぞれ設置し、R-1 ボトルに蒸留水 50ｍｌと R-2

ボトルに蒸留水 20ｍｌを入れて設置した。蒸留

水内の測定には棒状温度計を入れ、1日 3回～4

回の決められた時間に温度を測定し、試薬の保

存条件が 2～10℃（一部試薬が 8℃）以下の条件

内に保たれているか記録し、月間別・時間帯別・

室温別・湿度別の温度変化について確認した。 

【結果】 

月間別・時間帯別・室温別・湿度別全ての結果

で平均温度最も高かったのは R-1 試薬内温度で

あった。そして平均温度が最も低かったのは

R-2庫内温度であった。 

 平均温度が最も高かった 7 月～9 月において庫

内温度で 10℃を超える日も何日かあったが、試

薬内温度が 10℃を超えた日は無く、年間を通し

て 10℃以下の冷却を保持していることが確認

できた。 

【考察】 

年間を通して外気温の低い月は庫内温度・液内

温度共に低めの結果であり、高い月は庫内温

度・液内温度共に高めであった。やはり外気温

を取り込み冷却に利用している事もあり、少な

いながらも冷却温度に影響を与えていると考え

られた。また R-1 試薬庫と R-2 試薬庫において

温度に差があったことについては、設置ボトル

のサイズも関係していると考えられた。ボトル

サイズの小さい R-2 庫内の方が外気等の循環が

よく、冷却を維持しやすかったのではないかと

考えられる。 

【まとめ】 

日立 7180 形はフロン排出抑制法により冷却ユ

ニットの簡易点検が義務付けられている。その

為 3 ヶ月に１回のフロン点検が必須である。庫

内に温度計を設置する場合はスペース確保が必

要で、試薬庫の回転を妨げないようにしっかり

固定しなければならない。しかしピペットクラ

ッシュのリスクがある為常時設置は難しいと感

じる。よって今回の検討結果より１か所の液内

温度のみ測定でも問題なく 10℃以下を保持し

ていることが確認できたため、R-1 試薬内温度

の確認を 3ヶ月に１回行う事とした。 
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